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1．はじめに
熊本市は2012年4月，国内で20番目の政令都市
になった。九州地域全体としては福岡市・北九州市
に次ぐ3番目の都市で，日本三名城の一つである
熊本城を有し，年平均気温は概ね16℃前後である。
主なファッションストリートには上通（上通並木坂，
オークス通，上之裏通），下通，シャワー通などが
ある1）。百貨店は鶴屋百貨店，熊本県民百貨店があ
る。これまでの熊本のファッションに関する報告と
しては，熊本日日新聞2）が熊本地域の新聞記事とし
て，熊本市の大学生のファッションを紹介したもの
などがあるが，研究論文としてはあまりみられない。
本研究はまず，熊本市街で見かけたおしゃれに見え
る若者に写真撮影をさせてもらい，さらに，おしゃ
れに着こなすためのファッション行動（おしゃれに
みえる秘訣）について，質問調査を行った。また，
東京都のストリートファッション3）と比較し，熊本
市のストリートファッション行動を明らかにするこ
とを目的とする。熊本市を取り上げた理由は筆者が
当時熊本市の学校法人尚絅学園（江口吾郎理事長）
に勤務していたことで，熊本市を調査対象にした。
安くてファッショントレンドなグローバルSPA
（SpecialityStoreretailerofPrivatelabelappar
el：製造小売業）商品ブランド「H&M」銀座店4）
は，2008年9月東京にオープンした。日本に進出
する外資系 SPA企業は GAP（アメリカから1994
年），ZARA（InditexGroup,全世界売上高 1兆
3700億円，スペインから1999年），H&M（へネス
＆マウリッツ，1947年に設立，スウェーデンから
2008年），フォーエバー21（全世界460店舗で売上
高は2000億円，アメリカから2009年）が代表的ブ
ランドである。「H&M」の世界売上高は1兆5,700
億円5）である。今や世界30カ国で1600店舗を持つ
ほど，広く受け入れられてきた。
その女性服商品はレイヤード，リミックスや可愛
い感覚に象徴されている。パリ，ロンドンやニュー
ヨークで，毎年のように著名デザイナーやセレブと
のコラボなど派手なプロモーションをし，安さで上
陸した「H&M；スウェデ－ンのブランド商品」ス
トアは，どこもモダンな量販店のようである。また，
「ZARA」（スペインのブランド商品），「GAP」（ア
メリカのブランド商品）など1万円でトータルコー
ディネートできる海外の大手グローバルSPA（製
―107―
人間発達科学部紀要 第7巻第1号：107－115（２０１２）
熊本市の若者のファッション行動；
東京のストリートファッションとの比較
孫 珠熙
FashionbehaviorofyoungpeopleinKumamotoCity;
ComparisonwithstreetfashionsinTokyo
Ju-heeSOHN
Abstract
Intermsofstreetfashion,stylishyoungpeopleinTokyousemoreaccessories（suchasbelts,necklaces,and
hats/caps）thanthoseinKumamototocoordinatewiththeirclothing,whilethoseinKumamototendtousea
fashiontechniquecaled・thelayeredlook・orcombinationsofindependentitems（suchasablouseandashirt）
moreoftenthanthoseinTokyo.
Factoranalysisofaquestionnaireonthesecretofhowtolookfashionableextractedfourfactors:make-upand
physique,senseofluxuryandtrends,loveandmoney,andoveralatmosphere.Theresultsalsoshowedthat
fashionelementsthatenhanceone'sappearanceareaccessories,hairstyle,make-up,physique,andcolorcoordi-
nation.
キーワード：熊本，ファッション行動，おしゃれな若者，東京のストリートファッション，商品企画
keywords：KumamotoCity,Fashionbehavior,stylishyoungpeople,streetfashionsinTokyo,Merchandising
造小売業）は，男女ともに若者のファッション関心
度が高まる今日，その多様なサイズ展開も魅力で，
これまで若い感性には合うサイズがなかった9AR
サイズ（日本JISの20代女子の標準体型）以外の体
型の人にも受け入れられている。これらのブランド
商品は，熊本市ではなかなか手に入らないのが現状
で，本研究を行った以降2010年9月ZARAが熊本
市にオープンした。今後は地域を中心としたArea
Marketの必要性があり，東京のおしゃれに見えた
女性と熊本のおしゃれに見えた女性に地域の差があ
るかを明らかにした。また，熊本市でおしゃれに見
えた女性に，おしゃれに見える秘訣に関する質問調
査を行い，おしゃれの構造を明らかにした。これら
の研究はグローバルな視点から熊本市の若者のファッ
ションにおけるAreaMarketにおいて，今後のマー
チャンダイジング（Merchandising:商品企画）の
基礎資料になると思われる。
2．研究方法
2・1調査方法
熊本市のストリートファッションの調査は，女子
大生から見ておしゃれに見えた人を対象に，写真撮
影と同時に質問紙調査をした。熊本のストリートファッ
ション分析に用いた標本数は計46名である。うち
質問紙調査に回答してくれた人は女子27名，男子
11名で計38名である。
東京のストリートファッション調査は，インタネッ
トのストリートファッションのサイトを通じて毎週
みられるので，原宿，渋谷，表参道，代官山，銀座
の各地域ことに12人で計60名の写真をサンプルと
して用いた。ストリートファッションに用いた全標
本数は熊本46名，東京60名で合計106名の写真を
分析に用いた。調査時期は東京と熊本ともに2008
年6月に行った。
ストリートファッション調査は撮影した写真を
A4サイズ用紙に印刷し，衣服や雑貨を含めたトー
タルコーディネートのアイテムを雑貨9項目，衣
服6項目で計15項目に分類して121名の撮影写真を
分析に用いた。
質問紙調査内容は①おしゃれに見える秘訣に関し
て14項目②興味を持っているファッションイメー
ジ③異性を選ぶ決め手④モチベーションを高める為
にすること⑤好きな色と最近の関心⑥個人特性（フェー
ス項目）6つであった。
２・２ 分析方法
東京都と熊本市のストリートファッションの写真
の分析には，写真ごとに①雑貨類を9項目，②衣
服のアイテムを 6項目に分類し，「スカーフ」や
「ネックレス」・「帽子」などの項目において，「して
いる」を 1，「していない」を0に置き換え0・1
データに分類した。
データの集計・分析には，単純集計やクロス集計
を用いた平均値の差の検定，カイ2乗検定，相関
分析をもとにそれぞれの特徴と差異を明らかにした。
次におしゃれにみえる秘訣14項目について意識の
構造および差異を明らかにするために5段階評定
尺度（1.そう思わない，2.あまりそう思わない，
3.どちらでもない，4.ややそう思う，5.そう思う）
に対してそれぞれ1～5点を与え，因子分析を行っ
た。統計処理にはSPSS16.0を用いた。
3．結果および考察
3・1東京・熊本のストリートファッションに見
る雑貨アイテム
東京都と熊本市の男女の雑貨（スカーフ，ベルト，
ネックレス，帽子など）アイテムについての装飾傾
向の比較を表1に示す。
女子においては，雑貨の項目で評定評価値が東京
の方が熊本より高く，差異が見られた項目は，「ベ
ルトがある（東京25.5％＞熊本7.1％）」」「ネックレ
スがある（東京51.0％＞熊本35.7％））」「帽子があ
る（東京13.7％＞熊本0％）」である。「バックが
大きい」は東京と熊本は55％前後で変わらなかっ
た。
男子においては，雑貨項目で評定平均値が東京の
方が熊本より高く，差異が見られた項目は，「バッ
クが大きい（東京77.8％＞熊本10.5％）」「メガネが
ある（東京55.6％＞熊本31.6％）」である。熊本は
東京より「ベルトがある（熊本52.6％＞東京22.2％）」
が多く，「ネックレスがある（共に50％前後）」「帽
子がある（共に24％前後）」で変わらなかった。
すなわち，女子において，東京のストリートファッ
ションのおしゃれな人は熊本より，ベルト（26％＞
7％）・ネックレス（51％＞36％））・帽子（13％＞
0％）などの雑貨によるコーディネートが多くみら
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れた。
ネックレスをしている男子は東京（57％）熊本
（47％）ともに50％前後で多く，次いで帽子を被っ
ている人は東京（22％）熊本（26％）ともに20％
以上多くみられ，男子のアクセサリーとしてネック
レスが地域を問わず定着していることが明らかになっ
た。大きいバックについては東京の男女と熊本の女
子に多く現れ，ファッショントレンドの傾向と同じ
であることがわかった。
3・2東京・熊本のストリートファッションに見
る衣服アイテム
東京都と熊本市の男女の衣服アイテム（ワンピー
ス，ブラウス・シャツ，スカート，ベストなど）の
比較を表2に示す。
女子においては，衣服の項目で評定評価値が熊本
の方が東京より高く，20％以上差異が見られた項
目は，「重ね着である（熊本67.7％＞東京47.1％）」
次いで「スカートを着用（熊本66.7％＞東京49％）」
である。「ワンピース着用」は東京と熊本ともに45
％前後で変わらなかった。
本報の分類では定番アイテムとして着用されてい
る，ブラウスより長くワンピースよりは短い丈の
「チューニック」も「ワンピース」類に含めた。ま
た，8分丈レース付きレギンス，着圧レギンスは
「パンツ」類に分類してある。
男子においては，衣服項目で評定平均値が東京の
方が熊本より高く，50％以上の差異が見られた項
目は，「重ね着をしている（東京88.9％＞熊本32.3
％）」「ベストを着用している（東京22.2％＞熊本
3.2％）」であった。
すなわち，女子において，熊本のストリートファッ
ションのおしゃれな人は東京より，重ね着（熊本
67％＞東京47％）・スカート（熊本67％＞東京50
％）によるコーディネートが多くみられた。また，
東京・熊本ともにワンピースが45％，パンツを40
％着用していることがわかった。
ワンピースやレギンスのようなパンツは今年度の
キーアイテムで，ファッショントレンドの傾向は地
域による差異がないことがわかった。特に男子の重
ね着は東京（89％）が熊本（32％）よりも圧倒的
に多く，表1で男子のベルト着用が熊本に多かっ
たのは，東京では重ね着の着用でベルトがみえなかっ
たからかも知れない。
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表１ ストリートファッションで見る雑貨＊性別＊地域 クロス表
雑 貨
性別／地域
女子東京
（N=51）
女子熊本
（N=15）
男子東京
（N=9）
男子熊本
（N=31）
合計
（N=106）
靴のヒルが高い
度数 29 8 0 0 37
性別地域内での割合（％） 56.9 57.1 0 0
スカーフある
度数 1 0 0 0 1
性別地域内での割合（％） 2.0 0 0 0
ベルトある
度数 13 1 2 10 26
性別地域内での割合（％） 25.5 7.1 22.2 52.6
ネックレスある
度数 26 5 5 9 45
性別地域内での割合（％） 51.0 35.7 55.6 47.4
バック大きい
度数 28 8 7 2 45
性別地域内での割合（％） 54.9 57.1 77.8 10.5
帽子ある
度数 7 0 2 5 14
性別地域内での割合（％） 13.7 0 22.2 26.3
メガネある
度数 6 0 5 6 17
性別地域内での割合（％） 11.8 0 55.6 31.6
ヘアスタイルロング
度数 33 7 1 0 41
性別地域内での割合（％） 64.7 50.0 11.1 0
ひざ上のミニ
度数 22 10 0 0 32
性別地域内での割合（％） 43.1 71.4 0 0
合計 度数：応答者 51 14 9 19 93
パーセンテージと合計は応答者数を基に計算，N=全標本数
3・3東京・熊本のストリートファッションに見
る雑貨と衣服アイテムの相関
東京と熊本の女子のストリートファッション傾向
を調べるために，東京・熊本のストリートファッショ
ンに見る雑貨アイテムと衣服アイテムの間で各アイ
テム項目間の相関分析を行った結果，相関がみられ
た項目のみを表3に示す。雑貨と衣服アイテムと
の間で「ベルト」「スカート着用」の2項目が危険
率5％で有意な相関が認められた。「ネックレス」
は「パンツ」「ベスト着用」項目に危険率5％で有
意な相関が認められた。衣服アイテム項目「スカー
ト」「パンツ」は相関係数0.8前後（危険率1％）と
相関が高く，「ワンピース」「パンツ」2項目は危険
率1％で有意な相関が認められた。これらの結果
から，膝上のミニ丈のスカートやワンピースに，レ
ギンスのパンツやベルト着用が6月の代表的なス
タイルとして着用されていたことがわかった。
3・4熊本のおしゃれな人に見える秘訣について
熊本のストリートファッション写真撮影をした人
を対象に，ファッション意識調査を行った結果を図
1に示す。おしゃれな人に見える秘訣の14項目で評
定平均値が高く，「全くそうだ」と男女ともに最も
肯定しているのは「体型」「全般的な雰囲気」「ヘア
スタイル」で，特に女子は「お化粧」「ネイル」「ア
クセサリー」「カラーコーディネート」と多方面へ
の関心を示した。「お化粧」や「ネイル」といった
女子のみが対象となる項目を除くと，おしゃれに見
える秘訣は男女ともにあまり差異は見られないこと
がわかった。
次にデータ間の類似性を最もうまく表すように
「おしゃれな人に見える秘訣」の14項目項目の座標
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表２ ストリートファッションで見る衣服＊性別＊地域 クロス表
衣 服
性別／地域
女子東京
（N=51）
女子熊本
（N=15）
男子東京
（N=9）
男子熊本
（N=31）
合計
（N=106）
重ね着
度数 24 10 8 10 52
性別地域内での割合（％） 47.1 66.7 88.9 32.3
ウンピース着用
度数 22 7 0 0 29
性別地域内での割合（％） 43.1 46.7 0 0
ブラウスシャツ
度数 3 2 2 5 12
性別地域内での割合（％） 5.9 13.3 22.2 16.1
スカート
度数 25 10 0 0 35
性別地域内での割合（％） 49.0 66.7 0 0
パンツ
度数 20 6 9 31 66
性別地域内での割合（％） 39.2 40.0 100.0 100.0
ベスト着用する
度数 3 2 2 1 8
性別地域内での割合（％） 5.9 13.3 22.2 3.2
合計 度数：応答者 51 15 9 31 106
表３ 雑貨と衣服アイテムの相関分析（東京と熊本のストリートファッション）（女子N＝66）
相関係数
ベルトある ネックレスある ひざ上のミニ 重ね着 ワンピース着用 ブラウスシャツ スカート パンツ ベスト着用する
ベルトある 1.000 .032 .016 -.090 .063 -.008 .266* -.191 -.008
ネックレスある .032 1.000 -.002 -.180 .207 -.155 .095 -.262* -269*
ひざ上のミニ .016 -.002 1.000 -.272* .241 -.049 .427** -.410** -.278*
重ね着 -.090 -.180 -.272* 1.000 -.118 .049 -.063 .162 .278*
ワンピース着用 .063 .207 .241 -.118 1.000 -.253* .466** -.526** -.023
ブラウスシャツ -.008 -.155 -.049 .049 -.253* 1.000 -.075 .121 .134
スカート .266* .095 .427** -.063 .466** -.075 1.000 -.795** -.075
パンツ -.191 -.262* -.410** .162 -.526** .121 -795** 1.000 .121
ベスト着用する -.008 -.269* -.278* .278* -023 .134 -.075 .121 1.000
**.相関係数は5％ 水準で有意（両側）p＜0.05
**.相関係数は1％ 水準で有意（両側）p＜0.01
を2次元平面上に描いてみた（図2）。女子のみを
対象に多次元尺度法による距離（類似）のデータか
ら，もとの座標を求めた。横軸の右は装いが強くソ
フトである。左は装いに弱いのでハードと名付けた。
縦軸の上は流行性が強く，ワーム・下は流行性が弱
く，クールと名付けた。「装いをする秘訣」で類似
した項目は14項目のうち「ヘアスタイル」「体型」
「アクセサリー」「お化粧」であった。つまり「ヘア
スタイル」「体型」「アクセサリー」「お化粧」がお
しゃれに大きく影響すると考えられる。一方，「お
金」や「高級感」は装いにマイナスとなり，高価で
高級感のある衣服だからおしゃれに影響するとはい
えない。つまり安い衣服で高級感はなくても，「ヘ
アスタイル」「体型」「アクセサリー」「お化粧」に
より，おしゃれにみえることが客観的に証明できた。
3・5おしゃれな人に見える秘訣に対する意識の
構造
熊本の若者において，おしゃれな人に見える秘訣
に対する意識の構造（表4）を明らかにするために，
14項目を変数に選び，熊本のおしゃれに見えた女
子のうち質問項目に答えてもらった27名を観測変
数とした。固有値の変化は3.9,2.4,1.8,1.2であり，
4因子構造が妥当であると考えられた。プロマック
ス回転後の最終的な因子パターンと因子間の相関を
表4に示す。なお，回転後の4因子で，14項目の
全分散を説明する割合は66.9％であった。
第1因子は5項目で構成されており，「アクセサ
リー」「ヘアスタイル」「お化粧」「カラーコーディ
ネート」「体型」の項目に高い負荷量を示していた。
そこで『お化粧・体型』因子と命名した。第2因
子は5項目で構成されており，「高級感」「上品さ」
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図１ おしゃれな人に見える秘訣はどこにあると思いますか
図２ おしゃれに見える秘訣14項目の距離モデル
「ネイル」「流行」「好奇心」などイメージの内容の
項目が高い負荷量を示していた。そこで『イメージ・
流行』因子と命名した。第3因子は2因子で構成
されており，「恋愛」「お金」項目が高い負荷量を示
していた。そこで『恋愛・お金』因子と命名した。
第4因子は2項目で構成されており，「気分」「雰
囲気」項目が高い負荷量を示していた。そこで『気
持・雰囲気』因子と命名した。因子仮定後に各因子
の妥当性を検討するため Cronbachのα係数を算
出したところ，因子ごとのα係数は第1因子0.828，
第2因子0.724，第3因子0.611，第4因子0.421，
14項目全体のCronbachのα係数は0.668であり，
いずれにおいても十分な値であった。
3・6熊本の若者のファッション行動；ファッショ
ンイメージ・異性・モチベーション
熊本の若者のファッション行動について，図 3
の「どんなイメージのファッションに興味をもって
いるのか」という問には，熊本の女子は「ナチュラ
ル系」と答えた人が60％以上で多く，熊本の男子
は「お兄系」「ナチュラル系」と答えた人が40％で
多い。次いで，女子は「お姉系（35％）」「古着系
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表４ 「おしゃれに見える秘決」項目の因子分析
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
累積寄与率
（％）
共通性
アクセサリー 0.852 -0.114 0.155 0.096 28.0 0.838
ヘアスタイル 0.807 0.386 0.191 -0.227 （28.0） 0.770
お化粧 0.768 0.208 0.172 0.211 0.617
カラーコーディネート 0.720 -0.223 0.034 0.272 0.708
体型 0.628 0.208 -0.107 0.236 0.491
高級感 0.076 0.815 0.374 -0.021 17.1 0.708
上品さ 0.285 0.699 0.633 -0.315 （45.4） 0.789
ネイル 0.660 0.668 0.187 -0.140 0.740
流行 0.354 0.663 0.037 0.452 0.753
好奇心 -0.081 0.548 -0.016 -0.103 0.370
恋愛 0.115 0.168 0.862 0.073 13.2 0.751
お金 0.133 0.152 0.705 0.493 （58.3） 0.731
気分 0.092 0.141 0.314 0.824 8.6 0.789
全般的雰囲気 0.151 -0.137 -0.034 0.530 （66.9） 0.309
因子抽出法：主成分分析 回転法：Kaiserの正規化を伴うプロマックス法
Ⅰお化粧と体型 - 0.229 0.151 0.082 因子間相関
Ⅱ高級感と流行 - 0.275 -0.079
Ⅲ恋愛とお金 - 0.013
Ⅳ全体的な雰囲気 -
図３ どんなイメージのファッションに興味を持っているか
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（23％）」「セレブ系（12％）」「ギャル系（12％）」
の順であった。「姫系（8％）」「ゴスロリ系」・「お
兄系」・「ストリート系」がそれぞれ4％を示した。
「セクシー系」は回答が無かった。男子は「ストリー
ト系（25％）」「お姉系（13％）」であった。
図4の「異性を選ぶ一番決め手は何ですか」に
ついては，熊本の女子の90％以上，男子の50％以
上が「性格」と答えている。次いで，女子は「顔
（73％）」「おしゃれ（62％）」「スタイルの良さ」・
「知的」がそれぞれ39％，「お金（35％）を示した。
男子は「顔」・「スタイルの良さ」が36％，「おしゃ
れ（27％）」順に答えている。
図5の「モチベーションを高める為に何をしま
すか」は「音楽」と答えた人が熊本の男子の90％，
女子の78％で最も多い。次いで，女子は「運動（37
％）」「恋愛（26％）」「ネイル（22％）」「旅行（19％）
の順に答えており，男子は「運動（30％）」，「温泉」・
「本・読書」がそれぞれ10％と答えている。
3・7お小遣いと被服費について
一ヶ月のお小遣いの平均額は女子27,778円，男
子41,110円で男子が女子より13,000円程度高く，
p＜0.001で有意な差異が見られた。しかし1ヶ月の
被服費の平均額については，女子19,778円，男子
19,800円で，ほぼ同じ額の消費をしていること
がわかった。女子の方が男子よりお小遣いが平均
13,000円少ないにもかかわらず，女子はお小遣い
額の70％，男子は50％を被服費に使っている傾向
がみられた。このことは男子が女子ほどファッショ
ンに関心を持っていることが伺える。
3・8好きな色の傾向と最近の関心
次に「好きな色の好みの傾向」と「最近の関心に
ついて順位データ」として1位，2位，3位をそれ
ぞれ調査した。本報では，それぞれ1位として答
えた回答のみ報告する。まず，図6の好きな色の
傾向の1位について熊本の女子は「赤・黄色・青・
熊本市の若者のファッション行動；
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図４ 異性を選ぶ一番決め手は何ですか
図５ モチベーションを高める為に何をしますか
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緑」「白と黒・原色と無彩色のコントラスト」がそ
れぞれ22％となっており，次いで「クリーム・コ
コアブラウン・グレー（19％）」「赤・ホットピン
ク・紫（15％）」順である。
男子は「白と黒・原色と無彩色のコントラスト」
と答えた人が50％近くなっており，女子の2倍ほ
ど多い。次いで「紺・グレー・ベージュ」が18％
で，女性の2倍ほど多い。男子は「白と黒・原色
と無彩色のコントラスト」や「紺・グレー・ベージュ」
を好む人が合わせて70％に近い。しかし，女子は
いろんな色を好んでいる傾向がみられた。
次に最近の関心について1位に選んだ各項目に
対する割合を図7に示した。熊本の女子は「アル
バイト」が23％で多く，次いで「携帯電話（15％）」
「美容（12％）の順に答えている。また「恋愛」
「映画」「資格取得」「料理」「ダイエット」にはそれ
ぞれ8％程度の関心を示した。
男子は「ファッション」に興味を示した人が27
％で一番多く，次いで「アルバイト」「スポーツ」
にそれぞれ18％となっている。熊本の若者の男女
はアルバイトに関心を持っている人が20％前後，
「恋愛」に関心を持っている人が8％前後で似てい
る。しかし，男子は0％で女子の方が関心を示す
項目は「携帯（女子15％），美容（女子12％），料
理（女子8％），ダイエット（女子8％）」，男子の
方女子より関心を示す項目は「ファッション（男子
27％＞女子3.8％）」「スポーツ（男子18％＞女子
0％）」である。熊本の若者の男子の被服費が月
20,000円程度で女子と同額だったことからもわか
るように，最近の関心として男子はファッションに
関心を持っている裏づけになると思われる。
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図７ 最近の関心は何ですか
図６ 好きな色の傾向は何ですか
4．まとめ
本報では熊本市の若者のストリートファッション
について，東京のストリートファッション（原宿，
渋谷，表参道，代官山，銀座）と比較した。標本数
は熊本の若者の着装写真モデル46名と東京の着装
写真モデル60名で計106名である。また，熊本の若
者のファッション行動を調査するために，38名の
着装写真モデルに質問紙調査を行った。
（1）ストリートファッションで見ると，東京のお
しゃれな若者は，ベルト・ネックレス・帽子などの
雑貨を使ったコーディネートが熊本より多く，熊本
のおしゃれな若者は東京より，重ね着・ブラウスや
シャツによる衣服の単品コーディネートが多かった。
（2）おしゃれに見える秘訣に関する質問項目を因
子分析した結果，お化粧と体型，高級感と流行，恋
愛とお金，全体的な雰囲気の4因子が得られた。
（3）また，装いにプラスでおしゃれに影響する項
目は，アクセサリー，ヘアスタイル，お化粧，体型，
カラーコーディネートであることが明らかになった。
一方，お金や高級感は装いにマイナスとなり，高価
で高級感のある衣服がおしゃれに影響するとはいえ
ない。つまり安い衣服で高級感がなくてもおしゃれ
にみせられることが客観的に証明できた。
（4）最近の関心について，熊本の女子は「アルバ
イト」が23％で多く，次いで「携帯電話（15％）」
「美容（12％）の順に答えている。男子は「ファッ
ション」に興味を示した人が27％となっている。
熊本の若者の男女の被服費はともに月2万円程度
で，男子もファッションに関心を持っていることの
裏付けになると思われる。
以上，熊本市と東京都のストリートファッション
の違いは着装行動で差異がみられたが，原因は首都
と地方都市の規模の差，大手百貨店や専門店に入店
しているブランドの格差，首都は原宿・渋谷・表参
道・代官山・銀座などの商圏エアリアが形成してい
るなどの要因が考えられる。しかし，生活者のニー
ズにより年配の富裕層のイメージであった銀座がユ
ニクロや海外のファストファッション（ZARA・
H&M・Forever21・Abercrombie&Fitchなど）
ブランドが並び，従来の銀座ストリートイメージも
若い感性の雰囲気に変わっている。ストリートファッ
ションは時代の文化を反映している。
本研究の一部は2009年5月（社）日本家政学会第
61回全国大会（会場：武庫川女子大学）にて発表
（受付番号100179）した。
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